
令和８年度　京都未来人材育成プロジェクト事業　採択事業一覧

1
美山×京大×未来知プロ
ジェクト

京都大学
（フィールド科学教
育研究センター）

・芦生山村活性化協議
会
・京都丹波高原国定公
園ビジターセンター

縄文時代から続く森の恵みに基づく文化・伝統の代表例である栃の実食
文化について、トチノキは鹿の食害によって若木がまったく育っていな
いこと、栃の実自体も鹿に食べられ、農山村の過疎高齢化もあり、栃の
実食文化の継続が困難になっていることを踏まえ、学生が栃の実を利用
した地域づくりを推進

2
お箸からはじめる食堂の
脱プラスチック

京都大学
（大学院農学研究科
森林科学専攻）

・高野竹工(株)
・NPO法人丹波漆
・京都大学生協

大学食堂のポリカーボネイト製の箸を竹製品への切替や、京都府産丹波
漆を塗布し耐久性を高める取組を進め、将来的には京都府内の大学への
普及を検討するなど、プラスチック製品を持続可能な木竹材に切り替え
ることで、プラスチックごみを減らし、人々の意識に訴えかける取組を
推進

3

京都らしさを活かした脱
炭素社会の実現策の展開
－革新型太陽光発電と営
農型太陽光発電の段階的
利用方法の検討

京都大学
（エネルギー科学研
究科）

・水野建設(株)

大学院生や留学生が建築会社と連携し、京都の伝統や景観を守る脱炭素
化策を検討するほか、実際の建築やまちづくりの現場視察を踏まえ、革
新型太陽光発電と営農型太陽光発電を実際の建築物や農地へ段階的に導
入・展開するための具体的な利用方法について検討

4
竹炭製作を通した若者世
代による里山の循環的活
用

京都大学
（フィールド科学教
育研究センター）

・かせやまの森の創造
社（木津川市）
・ぽれぽれらんど（京
田辺市）

木津川市鹿背山地区で活動する団体及び京田辺市の連携先と、里山の整
備や活用に関心のある大学生団体が持続的に協力できる体制を構築し、
放置竹林をはじめとする里山の持続的な循環利用のあり方を検討すると
ともに、現地作業や活用に向けた各段階において、多様な世代が参加し
やすいイベントを企画・実施

5
京丹波町「教育と子育て
の町」プロジェクト

京都教育大学（教育
学部 幼児教育科）

・京丹波町役場

全国的に進む少子化に伴い、子育て世代の孤立化や多様な世代との交流
機会が限られることに対する解決方法の一つとして、認定こども園や地
域の小学校が子育て支援や地域交流の拠点となり、文化芸術を通じて子
どもから地域住民全体へ、交流のきっかけとなる取組を実施

6

豆っこ肥料の長期連用に
よる炭素貯留の炭素クレ
ジットとしての潜在性評
価

京都府立大学（農学
食科学部　農学生命
科学科）

・与謝野町農林環境課

学生が与謝野町と協力・連携し、豆っこ米栽培農家から施肥管理の詳細
を聞き取りの上、データベース化し、農水省「みえるらべる」の取得を
目指すとともに、土壌を採取して、堆肥連用による水田への炭素隔離の
効果を分析

7
久僧エリアの沿岸域資源
を活用した地域魅力創
出・発信プロジェクト

京都府立大学（生命
理工情報学部　理工
情報学科）

・Matazaemon & Co
（宇川観光案内所）

京丹後市久僧海水浴場と久僧キャンプ場の新たなブランディングを目指
し、看板やベンチの設置、お洒落な雰囲気づくりのための場内装飾、潜
堤を活かした海上スポットの検討などを行い、現地の魅力を収集・映像
化し、SNS等で発信する多角的な活動を展開

8

５大学インターゼミナー
ル2026in京丹後～大学の
ないまちで考える！域学
連携による夢まちづくり
（仮）～

福知山公立大学（地
域経営学部）

・京丹後市役所
・大宮町地区新コミ区
長協議会

他の大学の学生とも連携し、大学のない京丹後市において、地域課題に
関するフィールドワークや政策提言を通じて、学生と地域の交流を促進
し、関係人口を創出

9
丹波ウルシ苗木の根系状
態の観測に対するICT技術
の適用

福知山公立大学（情
報学部　情報学科）

・NPO法人丹波漆

福知山市夜久野町で栽培されているウルシ苗木について、ICT技術を用い
て育苗環境とウルシ根系の成長状況を計測するとともに、栄養、水分を
吸収する細根と呼ばれる根の動態を観測し、健全なウルシを育成するた
めの方策を検討

10

大江山ランナーズコミュ
ニティ形成事業－継続的
ランニング交流環境整備
－

福知山公立大学（情
報学部）

・福知山市大江支所
・大江まちづくり住民
協議会

福知山市の大江山パワーロード沿いにランナーが区間タイムを計測でき
るQRコード看板を設置し、水分補給環境や夜間利用時の安全性について
地域住民と検討を進めるとともに、ランナーの継続的な来訪につながる
環境整備を推進

11
京丹後市内の地域資源を
活かした体験メニュー検
討と実践

福知山公立大学（地
域経営学部　地域経
営学科）

・こまねこまつり実行
委員会
・羽衣ステーション
（京丹後市観光公社峰
山支部）

京丹後市峰山町の金刀比羅神社で開催されている「こまねこまつり」に
おいて、地域資源を活かしたモノづくりワークショップやまち歩き企画
などを学生による企画・設計のもと開催するとともに、各種イベントの
有償化や観光コンテンツの創出に向けた実証実験も実施

12
海の京都エリアにおける
旅行価値の最大化とロイ
ヤルカスタマーの形成

福知山公立大学（地
域経営学部　地域経
営学科）

・丹後海陸交通(株)
・夕日ヶ浦観光協会

海の京都重点エリアである京丹後市及び伊根町において、SNSを活用した
マーケティングやプロモーションを実施するほか、旅の記憶を留める土
産品の企画販売を通じて、旅行価値を高める取組を推進

13
地域就職支援施策の実態
分析と改善に関する研究

福知山公立大学（地
域経営学部　地域経
営学科）

・北京都ジョブパーク

北部地域における学生側の情報取得行動やキャリア選択意識、地元企業
とのマッチング、制度設計に関する課題を多面的に分析し、現行施策の
課題を探求することを通じて、若年層の地元就職促進に資する実効性の
高い就職支援モデルのあり方を検討

14
産学公連携プロジェクト
－京都企業の伝統と革新
－

大谷大学（社会学部
現代社会学科）

・京都知恵産業創造の
森
・小川珈琲
・龍村光峯

産官公が連携し、大学生の若い感性を生かしたフィールドワークを実施
するとともに、西陣織やフェアトレードコーヒーの価値への理解を深
め、若年層への訴求につながるコンテンツを提案するなど、地域産業の
持続的発展に向けた取組を展開

15

モビリティデザインプロ
ジェクト－若者交通会議
とロゲイニングによる域
学連携－

大谷大学（社会学部
コミュニティデザイ
ン学科）

・京丹後市役所
・京丹後市青年会議所
・NPO法人気張る！ふ
るさと丹後町
・府立丹後緑風高校

京丹後市において青年会議所や地域の府立高校と連携し、「モビリティ
ロゲイニング」や「若者交通会議」など誰もが楽しく、賢く、公共交通
を利用してもらう取組を協働で実施し、新しい交通行動様式への変容を
促し、路線バスの廃止や買い物弱者問題の課題解決に向けた取組を推進

事業内容連携団体
大学等名

（学部学科）
事業名
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大学等名
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16
網野町海浜漂着プラス
チックの調査・清掃活動

大谷大学（社会学部
コミュニティデザイ
ン学科）

・京丹後市役所
・(株)あしあと

琴引浜を有する京丹後市網野町の海岸において、大量のプラスチックご
みが漂着し、波に洗われることで細粒化し海浜砂にまみれているため、
海岸の清掃活動を行うだけでなく、地域関係者や環境企業と連携し、地
域とともに持続可能な漂着ごみ除去システムを構築

17
地域子育て支援の木
「Linden」プロジェクト
－保育学生と地域と共に

大谷大学（教育学部
教育学科幼児教育
コース）

・上総こども園
・京都市北図書館
・（その他近隣保育
園・幼稚園）

未就園児を持つ保護者の不安感・負担感を軽減するために、大学の専門
性や知見を活かし、地域の諸機関と連携し、子育て親子や保育学生の交
流を通じて子育てを支える取組を実施するとともに、実践的な学びを通
じて保育学生のキャリアアップを推進

18
地域共生社会を目指した
「まちの居場所づくり」

大谷大学（社会学部
コミュニティデザイ
ン学科）

・就労継続支援B型事
業所三休（三休合同会
社）
・京都福祉サービス協
会

京田辺市において農福連携の取組を行う就労継続支援B型事業所や、京都
市内で施設を地域に開き、「人と地域とともにある福祉」を目指す団体
などと連携し、地域に暮らす人々が交流する場づくりの実践事例を学
び、居場所づくりを通じた地域共生社会のあり方を検討

19

もうひとつの京都「竹の
里・乙訓」を舞台とした
観光課題解消に向けた活
動

京都外国語大学（国
際貢献学部　グロー
バル観光学科）

・京都市西京区役所洛
西支所　地域推進室

西京区役所と連携し、もうひとつの京都「竹の里・乙訓」において、観
光学を学ぶ大学生が地域住民とともに、観光客の誘致や観光エリアの拡
大・分散によるオーバーツーリズムの解消を通じて、西京区の地域経済
活性化に向けた取組を実施

20

京都・丹後地方における
インバウンド観光客の誘
致と地域グローカル化の
推進に寄与する次世代の
リーダー育成

京都外国語大学（外
国語学部　スペイン
語学科）

京都府地域政策室

天橋立をはじめ丹後地域において、インバウンド観光客の誘致と地域の
グローカル化の推進を図るために、AIや翻訳ソフト、SNSを積極的に活用
し、多言語による情報発信を強化するとともに、丹後地方の観光客の増
加に伴うオーバーツーリズムの課題にも対応できるよう、地域課題の解
決に主体的に取り組む素養を備えた次世代人材を育成

21
地域防災対策プロジェク
ト－日頃の備えで災害か
ら家族を守る－

京都先端科学大学
（健康医療学部 看
護学科）

・京都市児童館学童連
盟
・京都市右京区山ノ内
自主防災会
・京都市右京区山ノ内
民生委員
・京都市食育指導員

学生が考案した防災プログラムを、児童館や総合防災訓練などの地域行
事で展開し、乳幼児家庭を中心に地域住民の防災行動の実践を促進する
とともに、多主体連携による交流機会の創出により、世代間のつながり
を強化し、自助・共助力の向上を推進

22
日本酒づくりを通じた若
年層ファンの拡大と伝統
産業の継承

京都光華大学（社会
学部　社会共創学
科）

・招徳酒造(株)

学生が若い世代の視点から、より若年層に親しみやすい日本酒の味わい
を提案し、日本酒カクテルを含めた新しい飲み方を開発するなどの取組
や、酒造産業を支える酒米の米農家に寄り添い、酒づくりを源流から学
ぶとともに、農業から京都府の伝統産業を理解し、新たな日本酒のライ
フシーンを提案

23
京北ジビエの魅力度向
上・販売促進プロジェク
ト

京都光華大学（社会
学部　社会共創学
科）

・京北狩猟会
・みやこジビエファク
トリー

学生が京北狩猟会や京北地域住民と協力・連携し、京北ジビエの肉や料
理についてヒアリング調査や試食、調理などを通じて、京北ジビエの魅
力をSNS等で発信し、ジビエハンターに関心を持つ人を増やし、ジビエの
肉・料理の販路を拡大

24

アートによる地域観光資
源の再構築～古今東西の
舞鶴の魅力発信と深めた
舞鶴愛で人と人が繋がる
取り組み～

嵯峨美術大学（芸術
学部　デザイン学科
観光デザイン領域）

・シンク・アンド・ア
クト(株)

歴史的背景の異なる東地域と西地域が存在する舞鶴地域をフィールド
に、地域の魅力を再構築し、東地域、西地域のそれぞれの魅力の理解を
深め、今昔の舞鶴の魅力を感じるノスタルジックな写真展により、まち
の理解を深める活動を展開

25
綾部市の魅力を伝えるPR
動画の作成と発信

京都産業大学（経済
学部　経済学科）

・綾部市役所

観光協会等と連携し、学生目線で綾部市の魅力を伝えるＰＲ動画を作成
し、投稿し、視聴解析を行うことで綾部市における効果的なＰＲ方法を
提案する。また、子供を対象とした地域食堂で食育を行うことで郷土愛
を育み、定着促進を実践し、その効果について分析して提案

26
先人たちの事績を紡ぎ、
地域振興に活かす

京都産業大学（経営
学部　マネジメント
学科）

・綾部市役所

綾部市内での実地調査及び資料探索や市民・企業・団体との交流を通じ
て認識した地域課題について、大学生としての視点を踏まえ、経営学の
知見・学識を援用して、地域の諸資源を活用するとともに地域の独自性
や優位性に立脚した解決策・振興策を提示

27
「都市と農村の交流」事
業による地域デザイン

京都産業大学（経済
学部　経済学科）

・南丹市美山町知井振
興会
・(一社)南丹市美山観
光まちづくり協会

美山町知井振興会を主体とする鮎まつり実行委員会と連携し学生がブー
ス出店するとともに、来場者アンケートや実行委員等へのインタビュー
を実施し、調査結果に基づいて鮎まつりの新たな展開の提案に加え、鮎
まつりにとどまらず「都市と農村の交流」を目的とした若年関係人口の
創出事業を提案

28
日本語教育を学ぶ学生に
よる地域日本語学習支援
体制の構築

京都産業大学（外国
語学部　アジア言語
学科）

・京都府共生社会推進
室
・京都市伏見青少年活
動センター日本語教室

府内の地域日本語教室に学生が継続的に参加し、学習支援や現場観察を
行いながら、外国人住民の日本語ニーズを調査・分析し、教室と協働し
て学習支援方法の改善提案を行い、持続可能な地域日本語学習支援体制
を構築

29
関係人口を介した地域交
流促進事業

京都産業大学（現代
社会学部　現代社会
学科）

・綾部市南西町商店街
協同組合
・NPO法人里山ねっ
と・あやべ
・綾部市役所

学生が地域の事業に当事者として参加し、そこから地域課題を発見し
て、その課題解決に挑む。複数の活動に回を重ねて学生が参加し、綾部
の「関係人口」となることで、多様な世代、属性を持った人たちが協働
で地域づくりに取り組む機運を醸成

30
京都南丹エリア活性化イ
ベントのZ世代向けリブラ
ンディング戦略の立案

京都産業大学（経営
学部　マネジメント
学科）

・京都府地域政策室
・森の京都DMO

森の京都DMOが主催する南丹エリアの活性化イベントについて、学生の目
線でZ世代を中心とする若い世代へのリブランディングを行い、特に、ジ
ビエ料理を強みとするエリア特性を踏まえ、「ジビエフェア」の再企画
を行うとともに、森の京都ファンクラブや体験コンテンツ等における
マーケティング的視点でのプロモーション戦略を立案
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事業内容連携団体
大学等名

（学部学科）
事業名

31

産官学連携による久御山
町VR地域魅力発信プロ
ジェクトによる交流人口
の拡大と地域活性化

京都産業大学（外国
語学部　アジア言語
学科 ）

・久御山町役場
学生が久御山町の水辺空間や文化資源等について現地調査を行い、関西
テレビと連携してその魅力を凝縮したVRコンテンツを制作するととも
に、久御山町西一口（宇治川左岸）を拠点とした地域交流イベントを企
画することを通じて、交流人口の拡大と地域活性化を推進

32

丹後地域資源アップサイ
クルプロジェクト－繊維
廃材を活用した、共創に
よる循環型製品開発－

京都女子大学（家政
学部　生活造形学
科）

・京都府織物・機械金
属振興センター

京丹後地域の織物廃材（ふさ耳）を活用したアップサイクル製品の開発
を通じ、環境負荷の低減と持続可能な地域産業の推進を図るとともに、
学生と丹後地域との接点を創出することで、若者の地域産業への関与促
進と丹後繊維産業の魅力発信を展開

33
「魚と人と海」をつなぐ
ブランドの構築

京都精華大学（マン
ガ学部　キャラク
ターデザイン学科）

・(株)西浅
・伊根浦漁業(株)

学生が生産者（伊根浦漁業（株））、流通を担う京都府漁業協同組合、
加工販売企業（（株）西浅）と連携して、流通していない魚（未利用
魚）を活用した商品を開発して、「魚と人と海」をつなぐブランドとし
て活動することで、生産者と消費者の新たな連携による課題解決方法を
提案するほか、定番商品の開発、試食会・販売会の実施、ブランドイベ
ントを実施

34

京都府与謝郡与謝野町に
おける地域経済分析基礎
調査に係る町内企業・事
業所調査プロジェクト

京都橘大学（経済学
部　経済学科）

・与謝野町産業観光課
地域内の経済循環、産業振興に資するため、企業・事業所調査を実施
し、地域内の企業・事業所の地域との関係、地域内経済循環実態、経営
実態を把握

35
加悦鉄道100周年～鉄道の
走った風景と地域の「記
憶」発掘プロジェクト～

京都橘大学（経済学
部　経済学科）

・与謝野町産業観光課

地場産業「丹後ちりめん」を支えた加悦鉄道が100周年を迎え、廃線40年
を経てその活動や歴史などの継承や活用が課題となる中、学生が地域と
連携し、鉄道の古写真や住民の記憶を収集し、可視化することで、歴史
文化資源の保存・継承・活用方策を提案

36
学生主体による山科地域
救急救命力向上・普及実
態調査プロジェクト

京都橘大学（健康科
学部　救急救命学
科）

・京都市山科区役所地
域力推進室

山科区役所と連携し、防災サークルFASTの学生が山科区内でBLS・ファー
ストエイド講習を実施するほか、参加者アンケート等を通じて地域住民
の救命知識やニーズを把握し、地域防災力を向上

37
古民家活用した学生活
動・地域交流拠点づくり
の実践事業

京都橘大学（文学部
日本語日本文学科）

・京都市山科区役所
山科地域にある古民家（空き家）を活用し、大学生が地域団体や子ど
も・保護者と継続的に関わる実践活動を行い、地域交流企画や意見交換
会等を通じて、地域課題を学びながら次世代の地域人材を育成

38

「日常の京都」を編集す
る－観光と暮らしのあわ
いを周辺部から考える
マップづくり－

京都橘大学（工学部
建築デザイン学科）

・(株)chiyorozu（右
京区西院）

建築や都市的な視点をもつ建築学生が、山科と西院周辺を散策・フィー
ルドワークを行い、ローカルで魅力的なコンテンツを発見しマッピング
し、最終アウトプットとして観光以外を求めて京都に来る人に向けた
マップを作成し冊子などを刊行

39

地元民に愛され親しみを
もって協働する商店街の
活性化をめざして－多様
性を認め合う社会づくり
とともに歩む商店街づく
り2026－

京都ノートルダム女
子大学（現代人間学
部　生活環境学科）

・京都市北区新大宮商
店街振興組合
・NPO法人とらい・あ
んぐる
・就労継続支援B型事
業所クリエーターズリ
ンデン等

京都市北区の新大宮商店街を活性化させるため、地元の就労継続支援B型
事業所と協働して授産品商品を無料配布し商店街の良さの再発見に繋げ
るとともに、地域の居場所づくりプロジェクトを推進するNPO法人と連携
し、商店街を訪れる地元民への障害者理解を育み、世代交流も含めた地
元民の交流を促進し、多様性を認め合う共生社会のまちづくりを推進

40

「京麸・京ゆば」の新た
な価値創出プロジェクト
2026－学生と老舗企業が
共創する伝統食文化の魅
力創出に向けた挑戦－

京都ノートルダム女
子大学（現代人間学
部　心理学科）

・(株)半兵衛麸

京麸・京ゆばの製造販売を行う老舗企業と大学・心理学科学生が連携
し、伝統食材の魅力を若い世代へ発信するほか、学生視点による既存商
品の新レシピや新商品、店舗併設カフェにおけるメニュー等を試作・展
開やSNSや店頭施策を含むプロモーション活動を通じて、伝統食文化の新
たな価値創出と魅力を発信

41
壬生未来図2026－学生と
描く、壬生の記憶と未来
－

京都ノートルダム女
子大学（女性キャリ
アデザイン学環）

・京都清宗根付館
・壬生寺／佐川印刷
(株)／壬生地域

壬生地域の歴史・文化資源を活かし、認知度向上や回遊性の改善、若年
層・旅行者・近隣住民の滞在促進を図るため、学生が京都清宗根付館や
壬生地域と協働し、調査・情報発信や体験型企画を通じて地域の魅力を
再発見し、地域の活性化を推進

42
京都文教大学「ともいき
サードプレイス」

京都文教大学（こど
も教育学部　こども
教育学科）

・京都市住宅供給公社
向島ニュータウン営業
所　向島学生センター

大学生がハブとなり、留学生・地域住民との交流機会を創出する。主
に、①留学生と地域住民を対象としたワークショップ、②留学生が講師
を務め地域住民や大学生を対象としたワークショップの実施を通し、多
文化共生のまちづくりを推進

43
円山公園「まるっと賑わ
いづくり」プロジェクト

京都文教大学（総合
社会学部　実践社会
学科）

・(公財)京都市都市緑
化協会

円山公園の利用状況を調査して魅力を可視化し、デジタルコンテンツの
作成・発信を通じて、快適・便利な利用環境の整備を目指すとともに、
来園者の満足度を高め，再訪を促すだけではなく、新しい来園者を呼び
込む取組を展開

44

京の食文化共創プロジェ
クト－学生視点による伝
統食文化の再発信と新価
値創出－

京都文教大学（総合
社会学部　総合社会
学科）

・京都食ビジネスプ
ラットフォーム
・京都府流通・ブラン
ド戦略課

京都の伝統食文化を次世代へ継承するため、学生が地域企業等と連携
し、和菓子・宇治茶・醤油・おせち等を活用した商品開発や魅力発信と
ともに、地域イベントでの試食・モニタリング等を通じ、食文化の継承
と産業振興を推進

45

プレミアム中食・地域共
創プロジェクト－適塩と
農福連携による次世代食
モデル構築－

京都文教大学（総合
社会学部　総合社会
学科）

・京都府農林水産技術
センター企画連携室

学生が、宇治市、京都府農林水産技術センター、企業、福祉施設等と連
携し、適塩メニューや山城地域の家庭料理レシピを開発し、規格外農産
物や冷凍技術を活用し、農福連携による持続可能な食と健康の地域モデ
ルを構築
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46

学生が考える「認知症の
人にやさしいまち・う
じ」の実現に向けて（地
域連携学生プロジェクト
「lemon tree」）

京都文教大学（臨床
心理学部　臨床心理
学科）

・宇治市長寿生きがい
課

京都文教大学地域連携学生プロジェクト「lemon tree」が「認知症の人
にやさしいまち・うじ」を実現するため、学生の立場で認知症への理解
を深め、当事者との世代を超えた交流を促進することで、れもねいど活
動の輪を広げる活動を展開

47

久御山町と育む、全世代
が活躍できるまちづくり
への取組（地域連携学生
プロジェクト「KminK」）

京都文教大学（総合
社会学部 実践社会
学科）

・久御山町企画財政課
京都文教大学地域連携学生プロジェクト「KminK」が、久御山町役場と連
携して、自治会・町内会のサポートや町主催の行事やワーショップへの
参画を通じて、久御山町役場に若者の意見や考えを届ける取組を実施

48
多文化共生を担う人材育
成と地域交流の創出事業
（京都）

同志社大学（社会学
部　教育文化学科）

京都市国際交流協会

京都府における多文化共生の課題に着目し、大学生が外国人を含む地域
住民、京都市国際交流協会、地域の飲食店や企業と協働しながら、多文
化交流イベントの企画・運営に主体的に参画することを通じて、地域理
解の深化と人材の定着、ならびに偏見や差別の解消に寄与

49
綾部市におけるサステナ
ブルツーリズムに向けた
地域資源の活用

平安女学院大学（国
際観光学部　国際観
光学科）

・綾部市観光交流課
・あやべ特産館

綾部市では若者の来訪が少なく、その要因として情報発信や体験型コン
テンツの不足があることを踏まえ、学生主体で地域資源の調査を行い、
SNS発信や観光プランの造成、イベント実施により若者の来訪促進と交流
人口の増加に向けた取組を推進

50
簡単な日本語を使った外
国人防災体制の構築

明治国際医療大学
（保健医療学部　救
急救命学科）

・亀岡市自治防災課
・亀岡市国際交流協会
・南丹市観光協会

日本のように防災指導が少ない外国人に対して、日本語教室や事業所等
と連携し、防災時に命を守る行動につながる簡単な日本語の選定や防災
教育のあり方の検討を通じて、外国人の防災に役立つポスター等を作成

51

災害時福祉避難所設営に
関わる「保健・医療・福
祉」の観点から災害関連
死を防止し、地域の人々
の命を守るために、大学
が果たせる活動の可能性
について

明治国際医療大学
（看護学部　看護学
科）

・亀岡市自治防災課
・八木南自主防災会
・南丹市社会福祉協議
会
・南丹市危機管理対策
室

南丹管内の自治体等と連携し、避難者の命を守るために必要な「水、食
料、トイレ」の確保の問題について検討を進め、大学の福祉避難所とし
ての運用可能性を検証

52

進化・深化する！京丹後
市宇川地域における協働
による地域づくりプロ
ジェクト～人・土地・む
らの空洞化が進む地域を
学生と地域の協働の力で
再生する

龍谷大学（政策学部
政策学科）

・京丹後市政策企画課
・うかわコミュニティ
他（宇川の農業者、宇
川温泉よし野の里）

獣害や耕作放棄が進む宇川地域で、地域団体と連携して、米づくりや野
菜・花の栽培、住民参加型イベント、情報発信を実施し地域の土地再生
と交流人口の拡大を通じ、持続可能な地域づくりを推進

53
食・農・人をつなぐ農業
体験型・食育プロジェク
ト㏌京丹後

龍谷大学（経営学部
経営学科）

・ビオ・ラビッツ(株)
・(一社)まちの企画部
（京丹後市）

京丹後市の豊かな自然環境を活かし、丹後の企業や農業者と連携し、有
機野菜の収穫体験と共同調理を通して食育を行い、生産現場での実体験
を通じて食や農業への理解を深めるとともに、生産者と消費者、地域内
外・世代間の交流を促進し、多様な人々がつながる機会を創出

54

伏見宿にぎわい再生プロ
ジェクト～鳥居の先へ、
水と歴史、ほんとうの伏
見歩き～

龍谷大学（政策学部
政策学科）

・京都市伏見区役所
伏見稲荷周辺に集中する観光客を地域全体へ分散させるため、区役所や
商店街等と連携し、学生が地域の魅力を再発見し、若者やファミリー層
向けの回遊型観光プログラムを企画・実践し、にぎわいを創出

55
持続可能な農山村に向け
た地域ビジョンの策定プ
ロジェクト

龍谷大学（政策学部
政策学科）

・西本梅地域振興会
南丹市西本梅地域の将来像を住民と共に描くため、大学生が参画し、
ワークショップの運営や意見整理、住民ヒアリングを実施し、地域資源
を生かした交流・定住促進に向けたビジョン策定を支援

56

IT・SNSを活用した地域資
源ブランド「京・美山
芦生原生林」の開発と農
産品生産組合商品の販売
数量拡大プロジェクト

龍谷大学（政策学部
政策学科）

・芦生わさび生産組合

高齢化により情報発信や販路開拓が困難な芦生わさび生産組合に対し、
学生がホームページやSNSを整備・運用しブランド力向上を推進するとも
に、圃場整備や生産方法の検討を行い、生産拡大と持続的な営農体制を
構築

57

京都府水尾地域（京都市
右京区）で育つ柚子を活
用したアップルサイク
ル・食文化発信プロジェ
クト

龍谷大学（経営学部
経営学科）

・(株)七十二候(中京
区)

右京区水尾地域で栽培される柚子を活用し、生産者やスローフード京都
と連携のもと、学生主体で商品開発やマルシェ出展、SNS配信するととも
に、柚子の皮やワタなど未利用部分の活用を通じて、食品ロス削減や持
続可能な地域農業や食文化の魅力を国内外へ発信することで地域活性化
を推進

58
オンラインとオフライン
による商店街の魅力発信
プロジェクト

京都光華大学短期大
学部（ライフデザイ
ン学科）

・三条会商店街振興組
合

三条会商店街と連携し、若年層へのPRを目的に、大学生の視点で個々の
店舗や通り、街並みの魅力をリサーチし、見つけた魅力をSNS等で発信す
るとともに、商店街のイベントに学生も参加し、協働で商店街の魅力を
創出

59

体力測定と運動支援を通
じたフレイル予防・健康
づくり事業「南山城村ア
クティブヘルスプロジェ
クト」

大阪国際大学（経営
経済学部 経営学
科）

・南山城村健康医療課
南山城村において体力測定と運動プログラムを実施し、住民の健康状態
を把握するとともに、継続的な運動習慣の定着を支援し、フレイル予防
と健康意識の向上を図り、地域における持続可能な健康づくりを推進

60
地域自治を支える議会・
行政に関する実践型
フィールドワーク

摂南大学（経済学部
経済学科）

笠置町役場

笠置町をフィールドとして、学生が議会事務局や行政職員、議員等への
ヒアリング、他自治体調査等を通じて、小規模自治体における地域自治
や議会・行政運営の現状と課題について学ぶとともに、若者視点による
情報発信や地域自治への理解促進に向けた提案を実施


